
学校法人 甲南女子学園

第5次中期計画（2021～2023年度）



第五次中期計画の策定にあたって

1920年（大正9年）に創立した甲南女子学園は、建学の精神「まことの人間をつくる」
のもと、阪神間における女子教育機関としてその充実に邁進し、2020年、創立100周年を
迎えることができました。

社会は今、AIやICTの技術革新、DXの普及などにより大きく、急速に変化しています。
また新型コロナウイルス感染症によるパンデミックにより、世界の生活習慣や常識も一変
しています。これらの変化によって、教育形態、キャンパスのあり方、社会から求められ
る教育内容や人材育成も変化しています。このような変化に対応し、本学が次なる100年
に向けて、歩み続けていく為の１つの中期的方針として第5次中期計画を策定致しました。

第5次中期計画では第4次中期計画での学生第一の視点を継続し、大学においては第4次
中期計画の取り組みの中で生まれた「未来への実践力」という人材育成の共通認識を実質
化していきます。そして様々な変化に対応すべく、ICTやオンラインを活用した次世代型
教育モデルを構築し、社会に貢献する人材を輩出し続けていきます。また中学・高等学校
においては、探究型教育モデルの創造により、未来を切り拓く力を引き出し、自立した女
性を育成していきます。

変化の時代に学園一丸となって向き合い、次なる100年に向けて邁進していきますので、
今後ともご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い致します。

甲南女子学園
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１．第５次中期計画の骨子

0

建学の理念

大学/中高の使命

教育力の強化

社
会

大
学
／
中
高

学
園

理
念

重要な転換ポイント
社会の大きな変化に迅速に対応す
る必要があり、特にコロナ対応は
各大学が一斉に対応を強いられる
ため、この機会を進化のチャンス
だと捉える

学園の課題/すべきこと

・本学の特性や強みの強化
・従来からの課題への対応
・新型コロナで炙り出された課題への対応

本学の独自性/特色を強化
他大学/他校との差別化により、
競争力(募集力)が強化され、学園の
存続に繋がる体質及び財務の強化

教育の質向上を常に追求
どのような状況下でも教育と、その
質向上を常に追求し、社会に貢献す
る女性を育成する

社会で必要なスキルの習得
社会に貢献する女性を育成する為
には、それを見据えた人間力、知
識やスキルを教育する必要がある

第5次中期計画骨子取り巻く環境とミッション 各環境下でのポイント

インフラの整備

キャンパスの
活性化

価値・環境変化
への対応

組織力・体質の強化

大学/中高の課題/すべきこと

・18歳/12歳人口の減少
・新型コロナ対応(教育/施設)
・文部科学省方針/学習指導要領の準拠
・受験生の共学志向への対応
・社会の変化への対応

・分散型ネットワーク社会 ・ICT ・AI ・不景気
・国際化・少子高齢化・持続可能な社会（SDGs）
・SNS ・感染予防 ・ジェンダー平等への要請
・労働市場/求める人材像の変化 ･ 閉塞感

安定的・持続可能な学園運営
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本学の理念を念頭に、今、社会で起きていること（今後起きること）をふまえて、学園、大学、中高のそれぞれの区分ですべきことを抽出し、
第5次中期計画の骨子としています。



２．第５次中期計画の全体図【大学】

【大学】第５次中期計画のスローガン

社会に貢献する女性を育成するための次世代型教育モデルの創造による「教育で選ばれる大学」を目指す。
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甲南女子大学で学びたい、成長した
いと望む高校生を獲得する

高校生に選ばれる（募集）

「未来への実践力」と各学科での専門
的な学びを修得した自主、自律できる
人材を社会へ輩出する。

社会への人材輩出（就職）

理念

大学の使命

第５次中期計画

「未来への実践力」
実質化

（人材育成）

次世代型
教育モデルの

創造

ICTインフラの
整備

キャンパス活性化

組織力・体質の強化

建学の理念を基盤に、品格と国際性を備

え、社会に貢献する高い志を持つ女性を

育成する。

対面授業を基盤にオンライン授業を取り
入れて教育の質向上につなげ、ITスキル
の修得と実践力を養う。

価値・環境変化
への対応

自律的に判断し、責任ある発言と行動を
する力を身に付けた人材を育成していく。
そして、卒業生が自身の成長を実感し、
自ら表現できる状態になる。長期ビジョン戦略



３．第５次中期計画の全体図【中高】

【中高】第５次中期計画のスローガン

社会の中で自立した女性を育成するための協働・探究型教育モデルの創造により未来を切り拓く力を引き出す。
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魅力ある在校生・卒業生の存在を
広く発信

受験者数の維持（募集）

生き生きと学校生活を送る在校生と
進路実現した卒業生の輩出

進路実績の向上（進路）

理念

中高の使命

第５次中期計画

建学の理念を基盤に、知性と品格を備

え、人生や社会に対して前向きに取組

む自立した女性を育成する。

甲南女子メソッドの開発に基づく教材
の開発

教育コンテンツの
改良と充実

ICTインフラの
活用

教育の質向上
進路満足度の向上

組織力の強化
長期ビジョン戦略

生徒の夢を叶える：生徒の希望に沿っ
た進路の実現

生徒が自らのことばで発信できる力を
育成する。



４．第５次中期計画の重点テーマ

中期計画の骨子 重点テーマ

大
学

教育の強化
① 「未来への実践力」の実質化

② 次世代型教育モデルの創造

インフラの整備
① 次世代型教育モデル実践のためのインフラ整備

② 危機管理/リスクマネジメント体制の再構築

価値・環境変化への対応

① 学生募集力の強化

② 積極的なキャリア形成支援

③ 最適な学部学科構成及び新分野教育の検討

④ 価値・環境変化への対応

キャンパスの活性化

① 学生第一の実践と学生満足度の向上

② 大学に来たくなるリアルなキャンパスの活性化

③ 学部事務課を核とした学生第一の実践

組織力・体質の強化
① 大学ガバナンス体制の確立と組織力の強化

② 経営体質の強化と安定的な収支構造の確立

中
高

教育力の強化
① 未来を切り拓く力となる協働・探究型教育モデルの創造

② 生徒の進路目標実現にむけた進路指導の強化

価値・環境変化への対応

① 生徒募集力の強化

② 充実したICT環境の構築とｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞな教育活動の展開

③ 教職協働による組織体制の強化と充実
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５．第５次中期計画の運用について

第５次中期計画

計画の見直し

点検・確認

2022年度
事業計画

2023年度
事業計画

2021年度
事業計画

2022年度
事業報告

2023年度
事業報告

2021年度
事業報告

中期計画に基づき作成

事業計画を中期計画の単年度施策と位置づけ、年度ごとに中期計画の見直しを図る

● 事業計画による継続的なPDCAサイクルの構築
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